
「ソラチェク」公開

　人口が集中する首都圏では、発達した積乱雲によるゲリ
ラ豪雨、突風・竜巻、落雷、ひょうなどの激しい気象は、
たとえ局地的であっても日常生活等に大きな影響を及ぼし
ます。
　防災科研では、激しい気象の早期検知・予測手法の研究
開発のため、首都圏で「積乱雲の一生」を最新技術で独自
に観測しています。これらのデータと特許を取得している
解析手法等を使って、首都圏の雨、風、雷、ひょうのきめ
細かなリアルタイム情報を求め、地図に重ねてまとめて見
える化したウェブサイト「ソラチェク」を開発し、2020年
6月22日に公開しました。
　ソラチェクは、気象情報と東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技会場などの社会インフラ情報を重ねて表示
することができます。250ｍ間隔で雨や雷の移動が表示で
きるので、工事現場やスポーツ施設などに近づく危険を知
ることができ、屋内への早めの移動などに活用することが
できます。日常生活では通勤・通学にも役立てていただけ
ます。また、ひょうの推定域は、ひょうで傷ついた農作物
の病害発生を防ぐために農薬散布が必要な場所を知りたい
というニーズに応える情報です。現在の降ひょう推定域だ
けでなく過去3日間の降ひょう推定域の情報も掲載するこ
とで、週末にひょうが降った場合でも、翌週速やかに関係
機関が意思決定し、対応できるよう支援しています。

雪の情報を追加

　首都圏でも南岸低気圧等に伴って大雪に見舞われること
があります。降雪量、積雪深の情報だけでなく、大雪の際

に建物やカーポートなどの被害発生の目安となる積雪重量
（屋根雪の重量）も重要な情報です。また、着雪重量・速度
は信号機が見えにくくなったり着雪した雪が落下したりす
る目安になり、道路管理等に役立ちます。これらの雪に関
する情報を2021年2月9日から新たにソラチェクに掲載し
ました。

おわりに

　防災科研が持つ気象情報と企業等の皆様がお持ちのデー
タを重ね合わせて、皆様のニーズに応じた意思決定を支援
する新しい情報を生み出し、レジリエントな社会の実現に
向けて一緒に組織の防災分野における課題解決に取り組ん
でいきませんか。

ソラチェク
～首都圏の雨、風、雷、ひょう、雪をまとめてチェック～

図　「ソラチェク」の表示例（図中の「日付、時刻」は実際とは異なります。）
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